
「試験」              校長 奥山 勝巳 
 ３学期制をとる本校では、２学期の折

り返しとなる10月中旬に中間考査を行い

ました。こうした年間５回の定期考査は

授業で学んだ知識や技能の理解度、習熟

度を測定し、学習評価や今後の学習指導

の重要な資料となるものです。同じ「試

験」でも定期考査は大学等の入学試験や

英語検定などの検定試験とは異なる性質

を持っています。 

 入学試験や検定試験は合否を判定する

ことを目的としており、100点で合格して

も60点で合格しても、結果は同じ合格で

す。一方、定期考査は100点と60点ではそ

の後の学びに違いがあります。知識や理

解、技能の修得には蓄積が必要ですか

ら、60点の人は100点の人に比べて40点

のビハインドを背負って次に向けてのリ

スタートを切ることになるのです。テス

トを「できた」「できなかった」に二分

するだけだったり、「○点だった」だけ

で終えてしまっていては次につながりま

せん。結果をしっかりと分析して、早め

にビハインドを解消していくことが大切

です。入学試験や検定試験はある種の

ゴールですが、定期考査は生涯続く学び

の途中経過ですから。 
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  兵庫県立 三田西陵高等学校 
              自主・創造・飛翔  

  9月28日に行われた第67回青少年読書

感想文兵庫県コンクール丹有高校支部審

査会において、本校３年の藤井菜永帆 

さんが課題読書の部で優秀賞を受賞しま

した。作品名は「変化に向かって」で、

書名は『水を縫う』（著者：寺地はる

な、発行所：集英社）でした。10月7日

の人権講演会の後、3年生の学年集会で表

彰が行われました。 

 

11月行事 
食堂 

営業 

1 月   ○ 

2 火 カウンセリング ○ 

3 水 (文化の日)   

4 木 ボランティア清掃(１年) ○ 

5 金 
カウンセリング    

漢字検定 
○ 

6 土 １・２年実力テスト   

7 日     

8 月 
授業公開週間(19日まで) 

２年実力テスト(放課後） 
○ 

9 火 
教育入門Ⅰ幼保実習

（3・4限） 
○ 

10 水   ○ 

11 木   ○ 

12 金 
大掃除 オープン・ハ

イスクール準備 
○ 

13 土 
オープン・ハイスクール

③（午後）午前中授業 
  

14 日     

15 月 (代休日)   

16 火 
薬物乱用防止講演会(6限) 

教育入門Ⅰ幼保実習（3・

4限）書写検定 FM 

○ 

17 水 
教育入門Ⅱ小学校実習

（5・6限） 
○ 

18 木 （7限LHR→総合学習） ○ 

19 金 
カウンセリング   

図書館ブックカフェ 
○ 

20 土     

21 日     

22 月 修学旅行事前検診13:20～ ○ 

23 火 (勤労感謝の日)  

24 水 
教育入門Ⅱ小学校実習

（5・6限） 
○ 

25 木 図書館ミニコンサート ○ 

26 金 ３年実力テスト(放課後) ○ 

27 土 ３年実力テスト(希望者)   

28 日     

29 月   ○ 

30 火 
カウンセリング    

国公立大学説明会（1年2

年希望者） 

○ 

読書感想文丹有高校支部 課題読

書の部 優秀賞受賞 

本校では、平成30年度より図書館

を利用した「ブックカフェ」を開催し

ており、本年度も下記の日程で、感染

症予防に十分配慮して開催いたしま

す。 

本に囲まれた空間で人と人が語り

合い豊かな時間を過ごしていただき、

学校図書館が新たな出会いの場となる

ように図書委員会が企画しました。図

書委員がブックトークを行い、放送部

が司会進行を担当し、美術部がポス

ターを描き、茶華道部、調理部による

お茶とお菓子のサービスもあります。 

 
 

 １ 日時：令和3年11月19日（金）  

      15：50～16：30 

 ２ 会場：図書館（本館２階） 

  

人権教育講演会の開催 

 

 10月7日(木)、人権教育講演会が

開催されました。講師は元パラリ

ンピック選手で一般社団法人神戸

市視覚障害者福祉協会理事の岡崎

明美様で、「生きる喜び それは

チャレンジ」という題でお話いた

だきました。コロナ感染症拡大予

防対策として体育館では３年生を

含む７クラスが講演を聞き、のこ

りの１年生と２年生はリモートで

教室で講演を聞きました。 

 全盲というご自身の体験をもと

に、多くの障がいのある方に生き

る勇気を持ってほしい、生徒に対

しては健康に注意して頑張ってく

ださいと述べられました。最後に

生徒を代表して３年生の生徒会役

員がお礼の言葉を述べました。岡

崎様、ありがとうございました。 

ブックカフェ開催のお知らせ 
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